
　
　
　
　
一
九
五
九
年
八
月
二
五
目
　
印
刷

　
　
　
　
一
九
五
九
年
九
月
一
日
　
発
行

第42巻　第5号 史学・地理学・考古学

導引時代の「士」の諸問題…………・…・…・…………河地重造（1）

加賀藩の十村・村肝煎制度の成立過程・…・……・…若林喜：三郎（40）

コンスタソティノポリスの建設とその意義………新

元禄・享保期における前期的資本の動向…………西
　　一近江日野の豪商、正野玄三家の場合一

　書　　　評

松村武雄著：日本神話の研究……・……・…・………………池

田・一郎（66）

川嘉男（92）

田源太（128）
北山茂夫著：日本古代政治史の研究……・…・………・……直木孝次郎（135）

愛宕松男著：契丹古代史の研究…・……・……・……………勝　　藤

羅ス：ウガll一難・古代祉会繍史一…一・浅香

　紹　　　介

白峯村史　　li【中町史　　劉志還緬｝：四川漢代両像確芸術

　　重慶市博物館編：四川画像硝選集

　会告・大会予告・学界消息、

猛（141）

正（143）

　，Y．　，Ei」．

　須・・三1！～

辱11　　　一．

肇’

レ
ー

、

r
贈

史　学　研　究　会 流

京都大学文学部内
｝r；

　．’

二な』

倉



馬
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会

出
口

一
、

餉
、

日
本
学
術
会
議
第
五
期
会
員
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

来
る
十
一
月
二
十
日
、
日
本
学
術
会
議
第
五
期
の
会
員
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
各
氏
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
諒
承
下
さ
い
。

　　近　　全
　　畿
　　　　本国　本地
　会方　ム　ド　　　　　　 タ

貝焼井癒
　　第　　 第

塚　部上　部
　　）　　　　　　 ）

東
北
地
方
区
　
（
第
一
部
）

　
　
本
会
評
議
員

　
　
　
　
　
曾
我
部

智
　
勇
氏

茂
　
樹
氏

静
雄
氏

史
学
研
究
会
大
会
予
告

次
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書

会
述
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

◇
＋
一
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
見
掌
会
　
　
南
山
城
の
古
寺
巡
礼

一
休
寺
・
普
賢
寺
・
浄
瑠
璃
寺
・
岩
船
寺
　
　
（
終
了
後
京
都
市
内
名

園
に
て
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
師
交
渉
中
）

　
参
加
ム
築
費
　
　
五
〇
〇
円
（
予
定
）
（
パ
ー
テ
ィ
費
を
含
む
）

※
参
加
御
希
望
の
方
は
会
費
を
添
え
て
十
月
二
十
五
日
ま
で
に
御
申
込

　
下
さ
い
。
当
日
御
申
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
都
合
に
よ

　
り
見
学
場
所
に
若
下
の
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
，

．
め
お
含
み
お
ぎ
下
さ
い
。

◇
十
一
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り

　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

戦
後
史
学
と
歴
史
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授

地
籍
図
に
み
る
歴
史
地
理
学
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授

於
京
大
楽
友
会
館

鈴
　
木
　
成
　
高
　
氏

藤
岡
謙
二
郎
氏

　
◇
十
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
大
会

　
◇
読
史
会
大
会
　
読
史
会
は
本
年
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
次

　
　
の
日
程
で
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
◇
十
一
月
三
日
物
故
会
員
追
悼
会
・
記
念
講
演
会
・
記
念
祝
賀
会
◇
十
一

　
　
月
四
日
五
十
周
年
記
念
大
会
◇
十
一
月
二
日
～
五
日
史
料
展

（
備
考
）
昏
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
十
月
下
旬
、
次
号
（
四
二
巻
六

　
　
　
号
）
と
と
も
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
大
会
出
席
の
た
め
出
張

　
　
　
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。

会
員
各
位

史
　
学
　
研
　
究
　
会



加賀藩の十村・村肝煎簿渡の成立過程（藩林）

れ
に
よ
っ
て
促
さ
れ
、
小
百
姓
の
分
出
は
活
発
化
し
た
筈
で
あ
る
。

役
回
の
設
定
や
鍬
役
米
の
制
定
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
農
艮
の
う
ご

き
、
村
の
発
展
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
漠
然
と
郷
・
組
の
掌
握
を
目
ざ
し
、
そ
の
地
域
の
豪

農
（
十
村
的
な
）
を
扶
持
百
姓
と
し
て
と
ら
え
る
段
階
か
ら
、
画
一
的

に
村
を
地
方
行
政
の
最
小
単
位
と
し
、
そ
の
支
配
者
と
し
て
村
肝
煎

を
し
っ
か
り
と
掌
握
す
る
段
階
へ
の
政
策
の
転
換
が
、
十
村
の
制
度

化
か
ら
元
和
検
地
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
を
十

村
肝
煎
と
村
肝
煎
の
分
化
と
筆
者
は
み
る
の
で
あ
る
。

　
寛
永
期
を
前
提
期
間
と
す
る
改
作
法
の
施
行
は
、
こ
の
政
策
の
最

後
的
段
階
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

稿
を
新
た
に
し
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

①
　
和
島
俊
二
氏
「
能
登
若
山
荘
の
土
豪
南
出
氏
」
（
『
北
陸
史
学
』
翔
刊
号
）

②
　
小
田
吉
之
丈
氏
生
前
の
談
話
に
よ
る
。
　
な
お
、
　
有
賀
喜
左
衛
門
氏
の

　
　
『
日
本
家
族
制
度
と
小
作
側
度
』
に
お
け
る
池
崎
村
の
記
述
は
、
小
田
氏

　
　
の
談
話
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
六
一
頁
以
下
）
。

執
隠
者
紹
介

河
　
地
　
重
　
造

若
林
醤
三
郎

助
　
田
　
一
　
郎

西
　
川
嘉
男

池
田
源
太

直
木
孝
次
郎

勝
藤
　
　
　
猛

浅
秀
　
　
　
正

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

金
沢
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
学
生

禁
良
学
芸
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

京
都
大
学
助
手

同
志
祉
大
学
助
教
授

　
　
史
学
研
究
会
＋
月
例
会
予
告

昂
　
晦
　
　
十
月
三
観
（
土
曜
属
）
午
後
一
時
よ
り

場
　
所
　
　
京
都
大
学
文
学
部
　
第
一
教
室

講
師
　
演
題

　
祉
会
運
動
と
し
て
み
た
米
騒
動
（
大
正
七
年
）

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹

　
ア
メ
リ
カ
革
命
丁
と
農
民
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津

来
聴
歓
迎
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学界消息
　
イ
ン
ド
の
四
ケ
月

　
イ
ン
ド
の
古
代
美
術

　
イ
ン
ド
の
文
化

旧
制
大
学
院
例
会

支
局
ホ
ー
ル

　
　
長
羅
　
雅
人

　
　
上
野
　
照
夫

　
　
長
広
　
敏
雄

　
七
月
十
一
目
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
演
習
室

　
両
建
の
戸
籍
（
敦
煙
発
見
計
張
準
文
書
残
簡
…
大

　
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
交
書
、
六
＝
舌
下
）
に
お
け

　
る
課
戸
、
課
口
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
蜂
　
憲
雄

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

読
書
会
例
会
　
於
西
洋
史
研
究
室

　
　
臨
月
二
十
臼
（
土
）

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
転
換
期
・
政
治
権
力
・

　
　
罠
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

　
　
七
月
十
｛
日
（
土
）

　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
政
治
権
力
の
変
動
と

　
　
民
衆
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郊

　
　
七
月
十
八
日
（
十
…
）

　
　
ア
メ
リ
カ
革
命
に
お
け
る
政
治
権
力
と
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
　
　
晃

　
　
七
月
二
十
蹉
目
（
木
）

　
　
十
＝
月
革
命
一
革
命
勢
力
の
状
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閾
部
　
健
彦

　
　
　
　
人
文
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
特
別
例
会

　
　
七
月
十
三
B
（
月
）
一
十
四
日
（
火
）

　
　
　
於
長
野
県
橿
島
町

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
「
自
の
家
」

　
シ
ム
ポ
ジ
ゥ
ム
「
産
業
地
域
構
造
」

　
　
わ
が
濁
［
に
お
け
る
綿
糸
紡
績
工
業
の
地
斌
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
闘
　
明
子

　
　
地
方
工
業
地
域
の
構
造
　
　
　
　
伊
藤
　
喜
栄

　
　
日
本
工
業
の
地
域
的
構
造
に
つ
い
て
の
～
視
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
鼠
　
　
孝

　
　
大
都
市
近
郊
の
農
業
　
　
　
　
　
野
原
　
敏
雄

　
　
商
臨
粟
地
域
織
一
造
の
編
成
と
再
編
｝
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
節
夫

　
　
地
域
連
関
分
析
　
　
　
　
　
　
　
笹
田
友
三
郎

　
　
討
　
議
　
　
　
　
　
　
（
座
長
）
松
井
　
武
敏

　
　
　
　
　
編
輯
後
記

　
会
員
皆
さ
ま
に
は
、
そ
の
後
も
つ
つ
が
な
く
御
研

究
に
御
精
励
の
こ
と
と
存
じ
あ
げ
ま
す
。
四
二
巻
五

号
を
お
と
ど
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
河
地

氏
を
は
じ
め
と
す
る
論
稿
か
ら
書
評
・
紹
介
に
い
た

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
質
を
も
っ
て
、
歴
史
学

の
分
野
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
と
こ
ろ

大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
来
は
、

毎
年
、
い
や
毎
月
に
で
も
お
び
た
だ
し
い
数
の
歴
史

論
文
が
う
み
だ
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ

の
『
史
林
』
も
こ
の
歴
史
学
の
洪
水
に
お
ぼ
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、
常
に
充
実
し
た
内
容
が
紙
面
を
か

ざ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
皆
さ
ま
の
御
研
鐵
の

成
果
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
い
つ
も
な

が
ら
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
紙
代
の
未
納
…
分
な

る
べ
く
早
く
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
村
幹
雄
）

一一

r航

ﾘ瓢

?
∫
五
照
辮
獺
　
　
定
価
一
八
O
円

　
史
　
林
（
第
瞬
二
巻
第
菩
写
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
審
田
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
．
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
瀞
京
都
五
一
互
五
蟹

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
酋
七
条
㈱
蕨
一
ニ
ノ
内
翼
町
九

印
綱
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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